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広報によど川 1 月号 （ 2

自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
地
域
を
見
つ
め
直
し
、
魅
力
あ
る
も
の
を
再
発
見
し
て
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
こ
う
と
取
り
組
ん
で
い
る

地
域
が
、
町
内
で
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
そ
ん
な
中
か
ら
、
大
学
生
と
と
も
に
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
三
つ
の
地
域

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

長
者
地
域
（
西
森
直
隆
地
域
長
）
で
は

「
美
し
い
夢
づ
く
り
計
画
」
と
題
し
て
、

地
域
を
魅
力
あ
る
も
の
に
し
て
、
住
民
が

生
き
生
き
と
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
、

高
知
大
学
人
文
学
部
の
学
生
た
ち
と
話
し

合
い
を
進
め
て
い
ま
す
。

昨
年
九
月
に
は
住
民
と
学
生
た
ち
が
地

域
内
を
歩
き
、
良
い
景
色
や
珍
し
い
も
の
、

大
切
に
し
た
い
も
の
な
ど
の
「
お
宝
」
を

探
し
、
十
一
月
に
は
み
ん
な
で
探
し
た

「
お
宝
」
を
、
今
後
ど
の
よ
う
に
活
用
し

て
い
く
か
、
将
来
の
「
夢
」
を
語
り
ま
し

た
。こ

の
よ
う
な
取
り
組
み
の
成
果
と
し

て
、
十
二
月
二
十
四
日
に
は
長
者
の
棚
田

で
「
長
者
DE
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
」
と
い

う
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
二
千
七
個
の
キ

ャ
ン
ド
ル
が
棚
田
を
彩
り
、
訪
れ
た
人
々

を
魅
了
し
ま
し
た
。

地
域
で
は
、
今
後
も
大
学
生
と
と
も
に

「
長
者
の
夢
づ
く
り
」
を
続
け
て
い
き
ま

す
。

棚田に2,007個のキャンドルが灯された長者DEキャンドルナイト（12月24日・長者古城山）

お
宝
を
地
図
上
に
書
き
込
む
作
業（
九
月
二
十
九
日
・
長
者
出
張
所
）
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新春特集・大学生とともに〈〈〈

森
山
女
性
な
ん
で
も
ク
ラ
ブ
（
山
下

幸
恵
代
表
）
は
、
昨
年
お
茶
の
研
究
の

た
め
に
町
で
宿
泊
研
修
を
行
っ
て
い
た

高
知
女
子
大
学
生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科
の

学
生
と
の
懇
談
会
を
き
っ
か
け
に
、
同

大
学
生
と
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

懇
談
会
で
同
ク
ラ
ブ
の
作
っ
た
ヨ
モ

ギ
や
緑
茶
の
ま
ん
じ
ゅ
う
を
食
べ
た
学

生
た
ち
は
、
絶
賛
す
る
と
と
も
に
、
こ

の
ま
ん
じ
ゅ
う
や
仁
淀
川
の
お
茶
を
た

く
さ
ん
の
人
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、

十
一
月
三
日
に
高
知
市
帯
屋
町
で
学
生

た
ち
が
開
催
し
た
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
で
専
用
テ
ン
ト
を
用
意

し
宣
伝
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
十
一
月
二
十
九
日
に
は
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
留
学
生
と
と
も
に
森
山

を
訪
れ
、
ま
ん
じ
ゅ
う
作
り
に
挑
戦
し

ま
し
た
。
ク
ラ
ブ
の
会
員
は
「
孫
が
帰

っ
て
き
た
よ
う
だ
」「
学
生
か
ら
パ
ワ
ー

を
も
ら
え
て
あ
り
が
た
い
」
と
満
面
の

笑
み
で
学
生
た
ち
と
の
交
流
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

学生との交流のきっかけとなった懇談会

（9月26日・観光センター）→

ヨモギまんじゅうを作って交流を深めました

（11月29日・森山集会所）ó

焼
畑
と
い
う
伝
統
文
化
を
守
り
続
け
て
い
る
「
焼
畑
に

よ
る
山
お
こ
し
の
会
（
奥
田
英
雄
会
長
代
行
）」
の
活
動

に
は
愛
媛
大
学
の
学
生
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

昨
年
五
月
に
学
生
た
ち
も
火
入
れ
し
た
用
居
地
区
の
畑

で
は
、
ソ
バ
や
ア
ワ
、
里
芋
な
ど
が
収
穫
さ
れ
、
十
二
月

九
日
、「
用
居
集
い
の
館
」
で
山
お
こ
し
の
会
と
学
生
た

ち
約
二
十
人
が
収
穫
祭
を
行
い
ま
し
た
。

学
生
た
ち
は
ソ
バ
の
実
を
石
臼
で
挽
き
、
ソ
バ
粉
を
作

り
ソ
バ
打
ち
を
体
験
し
た
り
、
猪
鍋
や
お
も
ち
な
ど
地
元

の
食
材
を
使
っ
た
料
理
を
食
べ
た
り
し
て
、
収
穫
の
喜
び

を
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

ソバの実を挽く学生たち（12月9日・用居集いの館）
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十
一
月
二
十
九
日
、
本
年

度
、
別
枝
地
域
で
地
域
お
こ

し
に
取
り
組
ん
で
い
る
グ
ル

ー
プ
が
、
山
村
自
然
楽
校

「
し
も
な
の
郷
」
で
視
察
研

修
を
行
い
ま
し
た
。

宿
泊
型
自
然
体
験
施
設
の

「
し
も
な
の
郷
」
は
、
廃
校

と
な
っ
た
下
名
野
川
小
学
校

の
活
用
を
、
地
域
の
住
民
が

自
ら
考
え
力
を
合
わ
せ
て
取

り
組
ん
で
き
た
成
果
で
あ

り
、
平
成
十
七
年
四
月
の
開

設
以
来
、
県
内
外
か
ら
大
勢

の
宿
泊
客
が
訪
れ
る
ほ
か
、

地
域
住
民
の
交
流
の
場
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

別
枝
地
域
で
も
座
談
会
を

行
う
な
ど
し
て
、
地
域
の
活
性
化

を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
今
回
の
視
察
研
修
と
な
り
ま

し
た
。

し
も
な
の
郷
運
営
委
員
会
の
中

西
二
三
会
長
か
ら
施
設
の
概
要
、

運
営
管
理
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
た
別
枝
地
域
の
方
々
は
、
地

元
住
民
の
「
し
も
な
の
郷
」
に
対

す
る
熱
意
、
地
域
づ
く
り
に
対
す

る
姿
勢
に
感
心
し
て
い
ま
し
た
。

研
修
終
了
後
は「
し
も
な
の
郷
」

の
皆
さ
ん
が
作
っ
た
田
舎
料
理
を

囲
み
、
に
ぎ
や
か
な
交
流
会
と
な

り
ま
し
た
。

別
枝
地
域
と
下
名
野
川
地
域
が
交
流秋葉まつりの太刀踊りも飛び出した交流会

東ティモール行政官が
町内で棚田などを視察

東ティモール国のかんがい技術行政官ら四人
が、12月３日、町内の小学校や棚田、高瀬地区の
排水トンネルなどで研修を行いました。
東ティモールでは、農業振興の柱でもある、か

んがい事業の推進が急務であることから、日本に
おけるかんがい行政・施設・水利組織の実例を学
ぼうと訪れたものです。
一行は、町役場を訪問した後、別府小学校で交

流会を行いました。続いて長者地区の棚田で、高
瀬農地保全事業所の吾郷秀雄所長から水管理の方
法や稲刈りの方法などについて説明を受けまし
た。最後に高瀬地区の排水トンネルを見学し研修
を終了しました。

役
場
を
訪
問
し
た
行
政
官
ら

十
一
月
二
十
一
日
、
高
知
市
に

お
い
て
開
催
さ
れ
た
高
知
県
茶
業

者
大
会
の
席
上
で
、
第
四
十
五
回

高
知
県
茶
品
評
会
受
賞
者
の
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

県
内
百
七
点
の
出
品
の
中
か
ら

選
ば
れ
た
、
栄
え
あ
る
最
優
秀
賞

四
点
中
三
点
を
町
内
の
生
産
者
が

受
賞
。
優
秀
賞
、
優
良
賞
に
お
い

て
も
多
数
受
賞
と
い
う
、
喜
び
に

あ
ふ
れ
る
授
賞
式
と
な
り
ま
し

た
。

☆
最
優
秀
賞

農
林
水
産
大
臣
賞
・
高
知
県
茶

業
振
興
会
長
賞

池
川
茶
業
研
究
会

高
知
県
知
事
賞
・
高
知
県
茶
業

振
興
会
長
賞

池
川
茶
業
組
合

社
団
法
人
日
本
茶
業
中
央

会
長
賞
・
高
知
県
茶
業
振
興

会
長
賞

Ｊ
Ａ
コ
ス
モ
ス
仁
淀
支
所

第
二
茶
工
場
太
田
地
区
婦

人
部

関
西
茶
業
協
議
会
長
賞
・

高
知
県
茶
業
振
興
会
長
賞

Ｊ
Ａ
コ
ス
モ
ス
佐
川
支
所

緑
茶
工
場

表
彰
式

町
内
か
ら
最
優
秀
賞
３
点

県
茶
品
評
会

地域の活性化を目指して地域の活性化を目指して地域の活性化を目指して地域の活性化を目指して地域の活性化を目指して地域の活性化を目指して地域の活性化を目指して地域の活性化を目指して地域の活性化を目指して地域の活性化を目指して地域の活性化を目指して
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伝伝
統統
のの
舞舞
　　
安安
居居
神神
楽楽

山主の舞山主の舞山主の舞山主の舞山主の舞山主の舞山主の舞山主の舞山主の舞山主の舞山主の舞

12月12日、熊野神社（宮ケ平）
で国の重要無形民俗文化財に指定
されている安居神楽が奉納されま
した。
伝承では、旧吾北村の岡林家か

ら伝授を受け、大屋地区の岡林家
がこれを伝え、神楽組は古くから
大屋・宮ケ平集落で社職岡林家を
中心に組織されていました。大正
５年ごろ安居の神職安居宝定氏が
伝授を受け、これらの舞人たちが
保存伝承をしています。
神楽の奉納は、奇数年は熊野神

社で、偶数年は八所河内神社（成
川）で行われます。

十
二
月
一
日
、
仁
淀
芸
能
祭
が

仁
淀
多
目
的
研
修
集
会
施
設
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

出
演
者
約
百
人
が
和
太
鼓
演
奏

や
民
踊
、
詩
吟
、
カ
ラ
オ
ケ
、
沖

縄
三
線
な
ど
を
次
々
と
発
表
。
日

ご
ろ
か
ら
各
サ
ー
ク
ル
で
重
ね
て

き
た
練
習
の
成
果
を
堂
々
と
披
露

し
、
大
勢
の
観
客
を
魅
了
し
ま
し

た
。ま

た
、
ふ
た
ば
保
育
所
園
児
の

か
わ
い
ら
し
い
踊
り
や
ハ
ン
ド
ベ

ル
の
演
奏
な
ど
も
あ
り
、
会
場
か

ら
は
大
き
な
拍
手
が
贈
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

百
人
が
舞
台
発
表

仁
淀
芸
能
祭息の合った踊りを披露

長刀の舞

鬼神の舞




